
東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
に
つ
い
て

一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

義
援
金

仏
教
専
修
科
道
芽
会
と
学
友
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

ひ
ま
わ
り
の
会
の
三
団
体
が
協
力
を
し
て
三
月
十
五
日
の
卒
業

式
当
日
と
四
月
五
日
～
十
五
日
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
期
間

に
か
け
て
学
内
に
お
い
て
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
四
月
二

十
六
日
、
集
ま
っ
た
募
金
の
総
額
、
約
十
五
万
円
が
日
本
赤
十

字
社
苫
小
牧
市
地
区
を
と
お
し
て
被
災
地
へ
と
送
ら
れ
ま
し

た
。

次
い
で
、
苫
小
牧
駒
澤
大
学
親
睦
会
か
ら
も
復
興
支
援

の
た
め
、
二
十
万
円
を
七
月
六
日
、
日
本
赤
十
字
社
苫
小
牧

地
区
を
通
し
て
被
災
地
へと
送
り
ま
し
た
。

見
舞
金
被
災
に
あ
っ
た
六
名
の
学
生
の
う
ち
規
程
に
基
づ
き
申

請
の
あ
っ
た
二
名
の
学
生
に
対
し
て
被
害
に
応
じ
た
支
援

金
（
三
十
万
円
一
名
、
十
万
円
一
名
）
を
支
給
し
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

被
災
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
を
行
っ
た
学
生
に
対
し
て
単

位
を
認
め
る
制
度
を
設
け
ま
し
た
。
実
習
科
目
「ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
」
で
の
追
加
履
修
を
認
め
、
被
災
地
で
の
現
地
活
動
と
活

動
報
告
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
介
護
施
設
に
行
く
の
と
同
様
に

認
定
を
行
い
ま
す
。
春
セ
メ
ス
タ
ー
は
、
複
数
の
申
し
込
み
や
希

望
者
の
中
か
ら
長
期
一
名
、
短
期
一
名
の
学
生
が
活
動
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

刻
々
と
変
わ
る
現
地
の
状
況
も

あ
り
、
今
後
の
派
遣
に
つ
い
て
は
未

定
で
す
。

入
学
者
支
援

目
的
意
識
を
持
っ
た
受
験
生
が
、

一
人
で
も
多
く
教
育
を
受
け
る
機

会
が
得
ら
れ
る
よ
う
被
災
地
特
別

入
試
を
設
け
ま
し
た
。
詳
細
に
つ

い
て
は
、
本
学
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

チチ
ャャ
レレ
ンン
ジジ
２２
５５
キキ
ャャ
ンン
ペペ
ーー
ンン
にに

取取
りり
組組
んん
でで
おお
りり
まま
すす

苫
小
牧
駒
澤
大
学
で
は
、
二
○
一
○
年
一
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
政
府
主
導
の
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
「チ
ャ
レ
ン
ジ
２
５
」

に
加
入
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
二
○
二
○
年
を

目
標
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
２
５
％
削
減
（一
九
九
○
年

比
）を
目
指
し
た
地
球
と
日
本
の
環
境
を
守
り
、
未
来
の
子
ど

も
た
ち
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
の
国
民
的
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

す
。

日
頃
か
ら
節
電
を

最
近
、
使
用
し
て
い
な
い
箇
所
の

照
明
が
付
い
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
よ
く
み
か
け
ま
す
。
省
エ
ネ

に
も
繋
が
る
取
り
組
み
を
身
近
な

所
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

節
電
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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部局だより

「「授授業業改改善善アアンンケケーートト」」にに

ごご協協力力ををおお願願いいししまますす

実施期間：平成 24 年 1 月 16 日（月）

～27 日（金）

対象科目：秋セメスター開講 184 科目全て

実施方法：講義再開日の 16日から最終講

義の 27 日までの講義期間において担

当教員の指示の下、「授業改善アンケ

ート調査用紙」を配付します。このアンケ

ートは、授業をよりよくするために実施す

るものです。回答内容は、成績評価とは

全く関係ありませんので率直なご意見を

お寄せください。

教教務務学学生生ササポポーートトセセンンタターー

教務グループ

◎コース説明会（１年生対象）

12 月 1 日（木）12:15～

国際文化学部 1 年生を対象にコース説

明会を開催します。

◎補講日

日程：12 月 17 日（土）

1 月 21 日（土）、28 日（土）

補講を行う科目は、事前に補講時間割

にて発表します。

◎集中講義

期間：12 月 23 日（金）～26 日（月）

科目によって時間帯が違いますので、

掲示板で詳細を確認してください。

◎定期試験

期間:1 月 30 日（月）～2 月 3日（金）

試験一週間前に時間割を発表します。

◎卒業研究発表会

日時:2 月 11 日（土）13:30～

場所:苫小牧市文化会館

◎追再試験

日程:2 月 29 日（水）～3 月 2日（金）

追再試験を行う科目は、事前に追再試

験時間割にて発表します。

学生支援グループ

◎北海道警察採用説明会(3 年生対象）
日時：12 月 15 日（木）13:00～
◎日本学生支援機構継続手続説明会
日時：12 月 21 日（水）12:10～
◎課外活動棟施錠
期間：12 月 22 日（木）～1 月 15 日（日）
ご不便をおかけしますが、ご理解とご協
力をお願いいたします。
◎進路指導個人面談（2 年生対象）
日時：1 月 16 日（月）～
◎進路指導個人面談（3 年生対象）
日時：1 月 23 日（月）～
◎クラブ・同好会継続手続説明会
日時：2 月 2 日（木）14:40～
（※当初より変更になりました）

図図書書館館学学術術情情報報セセンンタターー

◎展示について

テーマ：「遥かなる道へ～異郷の空～」

期 間:2 月末まで

平山郁夫氏が描いた数々の風景画及

び資料を展示しています。

◎冬季長期貸出について

受付期間：12 月 5 日（月）～26 日（月）

返却期限：1 月 20 日（金）期日厳守

帯出冊数：10 冊まで 

◎読書会について 

次回開催は2月を予定しています。テーマ

については未定です。 

◎冬季休業中の開館日について 

冬季休業中の開館日については、図書館

学術情報センターのウェブサイトにてご確

認ください（9：00～16：00 開館）。 

※1 月 16 日（月）から通常開館します 

  

経経営営企企画画課課  
◎大学入試センター試験について 

下記の期間内は大学入試センター試験の

ため構内に一切、出入り出来ませんので

お知らせします。 

期間：1 月 13 日（金）～15 日（日） 
◎本学ウェブサイトについて 

本学のウェブサイトは、在学生の皆さんに

とってもお役にたてるようなコンテンツとし

て、学内外の情報を日々発信できるよう心

がけております。ご意見、ご要望などありま

したらお寄せください。 
◎平成 23 年度 卒業証書授与式 

日時：3 月 22 日（木）10:00～ 

場所：大講堂 

卒業年次生の皆さんは 9:30 までに会場に

お集まりください。 


